
 

 

 

 

医療経済研究会   
 

No.630   
2017/1/30   

 

 

 

英国における高齢者ケア政策の動向 

 
 

 

 

 

 

 

 

同志社大学大学院 総合政策科学研究科 教授 

井上 恒男 氏 

 
 

お願い 

 

★ 携帯電話をお持ちの方は電源を切るか、マナーモードにしてください。 

★ 当研究会の内容につきまして、録音、録画、ならびに資料の無断転載はお控えください。 

 

ご協力宜しくお願い致します。 

 

一般財団法人 医療経済研究･社会保険福祉協会 

医療経済研究機構 

IHEP



本資料の全部又は一部を問わず、無断で転載、

使用、複製、配布、改変等することはできません。

一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会

医療経済研究機構IHEP



井上 恒男（いのうえ つねお） 

 

【経歴】 

  1949 年 生まれ 

  1974 年 東京大学法学部卒業後、厚生省入省 

 2003 年 同志社大学大学院 総合政策科学研究科 教授 

 現在に至る 

 

【所属学会】 

 ・日本公共政策学会 

 ・日本社会福祉学会 

 ・社会保障法学会 

 ・社会政策学会 

 

【研究業績（論文）】 

1. ブレア労働党政権下の英国年金改革の動向「同志社政策科学研究」5 1 1-17 2004 

2. 「 介護者支援政策 」 再考 ― 日英政策展開の比較 ―「同志社政策科学研究」 7 

1 13-26 

3. 論壇 医療依存度の高い要介護高齢者の地域ケアネットワークづくり、京都府乙訓

地域における取り組み ( 上 ) 「介護保険情報」 8 5 22-27 2007 

4. 論壇 医療依存度の高い要介護高齢者の地域ケアネットワークづくり、京都府乙訓

地域における取り組み ( 下 ) 「介護保険情報」 8 6 40-45 2007 

5. イギリスの社会保障と税制、財政対策議論「健保連海外医療保障」No.110 17-22 2016 

 

【研究業績（著書）】 

1． 「英国における高齢者ケア政策」 明石書店 2016 

2． 「英国所得保障政策の潮流：就労を軸とした改革の動向」 ミネルヴァ書房 2014 



英国における高齢者ケア政策の動向

報告概要

１ 労働党政権以降の高齢者ケア

２ 財政再建路線への転換（連立政権以降）

３ ケア費用負担問題の見直し

４ 2014年ケア法

５ 介護者に対する支援策

同志社大学：井上恒男

（2017年1月30日）
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１ 労働党政権以降の高齢者ケア

保守党政権 労働党政権 保守・自民連立政権

サッチャー「小さな政府」 ブレア「第３の道」 キャメロン「大きな社会」

公共支出の削減
官から民へ

value for money（効率）

行政サービスの近代化
質の高い行政サービス

best value（業績）

財政再建
公共支出の削減
自由・公正・責任
value for money（効率）

民営化
市場原理の導入

公民のパートナーシップ 公共サービスのボランタリー団体
等への開放
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歴代政権の政策の特徴

英国高齢者ケア制度の概要

○ 実施主体
・ 県（カウンティ）、区・基礎自治体

・ 成人社会ケア部局

○ 要ケア認定
・ 2015年4月から全国標準化

（従来は地域差）

○ ケアサービスの利用
・ 利用者の実態・希望を踏まえて

自治体がケアプラン（在宅ケア又
は施設ケアサービス）。

・ 介護者がケアしている場合、自
治体サービスは利用できない。

○ ケアサービスの提供等
・ 自治体は事業者に委託（買上げ）
・ 事業者は自由参入（ケアの質委

員会が監督）。サービス料金は市
場価格（自治体に価格支配力）

（注）政府は、自治体による事業者委
託に代えて、個人予算方式へと政
策誘導（利用者による選択重視）

○ 利用者負担
・ 所得、資産に応じて自己負担。

（注）ケアサービス以外に、介護者に対

する手当制度あり。
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ケア・サービスへの予算投入

＜労働党政権＞

質の確保・向上を

求めつつ予算投入

→＜連立政権＞

財政再建最優先

ケア予算大幅圧縮
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自治体純経常支出の推移

（出所）Burchardt,T.et al.（2015）Figure 1.

ケア・サービス向上への取組み

＜質の確保・向上＞

○ 監査監督等の拡充

・ 独立の専門行政機関の設置

・ 自治体ケア・サービス事業の評価

（2002年）・・・自治体行政評価の先駆け

・ 質の評価事業（quality ratings 

system）・・・４段階評価（2008年）

○ ケア・サービス従事者の資質向上

・ ソーシャルワーカー登録制（2003年度）

・ 一般ケア従事者ケア免状（2015年度）

・ 研修訓練等の専門機関

○ 連立政権は質の評価事業を官僚

的と批判して一旦廃止（2010年）

・ NHSウェブサイト（NHS Choices）上に

事業者データ搭載

・ ディクソン委員会での検討

2016年からパフォーマンス評価事

業の復活（ケアの質委員会）

（参考）利用者中心主義

直接給付、個人予算方式

支援者によるケアプラン作成
6



Map of care home ratings in England NHS CHOICES

Results for Care home without nursing

ＣＱＣ，ＨＰ
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２ 財政再建路線への転換（連立政権以降）

2010年緊急予算（2010年6月）

NHS、海外援助予算は例外として2011

～14年度予算を25%削減

VAT税率引上げ：17.5%→20%

2010年歳出レビュー（2010年10月）

自治体予算全体は26%削減

（参考）保守党政権

2015年歳出レビュー（2015年11月）

公共支出削減（NHS等は例外）を継続

し2019年度に黒字化を目指す（2016

年Autumn Statementは実現困難視）

公共支出（機能別）の変化（2009～13年度）

（出所）Lupton R. with Burchardt T, et al（2015）Figure 4 9

財政制約の影響①

○ 要ケア認定基準の重度化

保健省ガイドライン4類型のうち大

部分自治体がsubstantial以上に）

○ 要ケア度の重い者にサービス利用

を重点化。

排除された軽度高齢者の不公平感。
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（出所）Age UK（2014） Figure 5. （出所） HSCIC（2014）



成人社会ケア・サービス利用者数推移
（事業別）

成人社会ケア・サービス利用者数推移

11（出所）NAO（2014）Figure 4 （出所）The King‘s Fund（2016）

財政制約の影響②

○ 民間事業者の経営を圧迫

・ ホームヘルプ・サービスの質への

懸念（サービスの短時間化、遅刻、

頻繁な職員交代等）
（参考）Care Quality Commission（2013）

UKHCA （2012）

・ 介護人材の確保難

直接処遇職員の4人に1人が離職

○ 低賃金委員会から改善勧告
最低賃金順守違反、委託費低水準等

（参考）25歳以上者にはNational Living 

Wage（2016年4月から週￡7.2）
12

（出所）UKHCA（2012）



リエイブルメント

・要ケア状態になるリスクの高い高齢者等

を訪問し、調理、洗濯、衣類着脱等の日

常生活が自分でもう一度できるようにな

ることを目指す短期集中的支援（多くは6

週間強まで）。

・支援対象は、退院直後限定やユニバーサ

ルな方式等様々（多数の自治体で実施）

・アウトカム・ベースで、サービス利用者と支

援者チームが合意して目標を設定し、ポジ

ティブな変化を期待して支援。

・相当数の参加者は状態が改善、従来方式

の支援を受けている者と比べて改善等の

研究報告（中長期の効果等についても）。
13（出所） Calderdale Council et al （2010）

医療・社会ケアの連携

労働党政権時代

○ パートナーシップ措置

・ 共同基金（pooled funds）

・ コミッショニングの実施権限を一方

に移管（lead commissioning）

・ スタッフ、資源、行政組織等を一体

化しサービス提供を統合

（integrated provision）

○ 退院遅延ペナルティ制度

連立政権時代

○ 共同コミッショニング

○ 地域保健医療・福祉委員会

自治体に設置

○ ベターケア基金

NHS予算の合理化等により主とし

て捻出

○ 連携のための地域計画策定

2017年までに（2015年のSpending 

Reviewが打ち出す）



３ ケア費用負担問題の見直し

様々な矛盾に対する国民の不満

○ 給付・負担に地域差

（postcode lottery）

○ 重い費用負担

・ 施設入所時の持ち家売却

（年間3～4万人）

・ 介護サービス利用の重度者シフト

・ 多数が自費負担（self funders）

○ 原則無料のNHSとのアンバランス

（参考）利用者負担の仕組み

○ 施設入所：保健省ガイドライン
・資産が￡14,250以下：自己負担なし

・資産が￡23,250以上：全額自己負担

・年金等の収入に応じて自己負担

資産から（￡1/250）を収入認定（配偶者

等が居住している場合は除く）

・最低必要な手元金（週￡24.9）は残る

○ 在宅サービス：費用徴収義務なし
・施設入所に準じて自己負担（自治体に

より差）
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ケア費用負担問題の検討の経緯

〈労働党政権〉

「長期ケアに関する王立委員会」の勧告

（1999年3月）・・・生活費と住宅費を除くパーソ

ナル・ケア費用の公費負担化・・・不採用

改革のための諮問文書（2008年5月）

３つの選択肢

パートナーシップ方式（負担を国と個人が分担）

保険方式（パートナーシップ方式の不足部分を

任意の保険制度でカバー）

包括方式（65歳以上者に対する強制保険）

緑書「将来のケアを共につくる」（2009年7月）

白書「国民ケア・サービスの構築」（2010年3月）

〈保守・自民連立政権〉

ディルノット委員会の報告（2011年7月）

白書「将来のためのケア：ケア・支援の改革」

（2012年7月）

キャップ方式の実施表明（2013年2～3月）

2014年ケア法成立（2014年5月）

2014年ケア法第1段階施行（2015年4月）

ケア認定基準の全国標準化

保守党政権がキャップ方式延期を表明

（2015年7月）
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４ 2014年ケア法

〈ディルノット報告〉
・ 生涯ケア費用負担に上限額導入

（キャップ、￡35,000 ）（上回る費用は公

費支援）

・ 全額自己負担となるミーンズテスト

の上限額を￡10万に引上げ

・ 施設ケアを受ける場合、自治体の

低利融資を受け、死後に持ち家を

売却・償還する仕組の導入

・ 自治体により異なるケア認定要件の

全国標準化

（参考）Commission on Funding of Care 

and Support（2011）

〈連立政権の対応〉
・ 報告趣旨には賛同しつつも、水準設

定について当初慎重論
・ 2013年予算で具体案を提示

キャップ方式：上限を￡72,000に
（2016年度から）

・ 2014年ケア法の制定（2015年度～）

認定基準全国標準化
施設入所費用支払い繰延べ制度の普遍

化（実施義務化）
キャップ方式（2016年度～）

ミーンズテスト上限額引上げ（2016年度～）

介護者のニーズ評価と支援

17

新しいケア費用負担方式（未施行）

① 生涯ケア費用負担上限額（キャップ）方式の導入

支払い能力に応じた自己負担方式は現行通り継続するが、その負担すべきケア

費用の生涯累積額が一定額（￡72,000）に達すると、上回る部分を自治体が負担。

② ミーンズテスト上限額の引上げ

全額自己負担を求められる保有資産の上限額（当時は￡24,250）を、施設ケアは

￡118,000、在宅ケアは￡27,000に引き上げる。併せて、資産評価上無視される下

限額も引き上げ、施設ケア、在宅ケアともに￡17,000とする。

③ ケア勘定

キャップ上限額に達するまでのケア費用について、自治体が個人毎にケア勘定を

管理。ケア勘定には、当該高齢者等のために自治体が本来支出すべき経費を記

録（実際の支払額ではなく）。但し、家賃、食費、光熱費等の日常生活費は算定対

象外とし、全国統一的に週￡230と見込む（減免制度があり、毎年￡1.2万が上限）。18
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ケア・支援ニーズ認定の全国基準（3要件）

第1要件
高齢者の有するニーズが心身の障害又は疾病に起因又は関連して生じている。

第2要件
有しているニーズのため、次のようなことのうち2つ以上達成することができない。

栄養の管理・維持、清潔保持、排泄管理、着衣、家の安全な利用、住まいの
管理、家族その他の人との人間関係の形成・維持、仕事・訓練・教育・ボラン
ティア活動への従事、公共交通・レクレーション施設等の地域サービスの利
用、子供の養育

第3要件
結果としてその高齢者の福祉に大きな影響（significant impact）を与えている（又
はその蓋然性がある）。

20



2014年ケア法の延期

〈突如の延期表明（2015年7月）〉

施行は2020年4月に延期

「キャップ方式の実施と民間保険市場

の支援のためには向こう5年間に

￡60億が必要であるが、財政緊縮に

取り組んでいる状況下、とりわけ民間

保険市場が期待どおり発展していく

見通しがない中で、そのような経費を

要する新しいコミットメントを行うのは

適切な時期ではない。・・・自治体の

真摯な懸念を考慮した結果・・・」

（バート大臣書簡）

延期の背景

・ 中央・地方政府の財政事情

・ 時間をかけ民間ケア商品開発に期待

実務的な諸問題

・ ケア勘定の記録管理

・ 私費契約利用者等への対応

・ 自治体価格を上回る実費負担

内部相互補助 （cross subsidy）表面化

21

民間ケア保険の検討

○ 保守党はもともと民間保険路線

2009年に任意加入民間保険による

住宅保全スキーム（Home Protection 

Scheme）を提起

○ ディルノット委員会も期待

○ 保健省ワーキンググループで検討

2015年4月導入の確定拠出年金の

柔軟化（積立金の取崩しが柔軟化さ

れ選択肢が多様化）を機に新商品？

（参考） Financial care products: 

industry-led review
https://www.gov.uk/government/publications/fi
nancial‐care‐products‐industry‐led‐review

○ 保険業界は慎重姿勢

英国保険業協会は慎重姿勢（共

同宣言）

2010年に民間ケア商品（事前拠出

型）の新規販売中止

即時開始終身年金（immediate 

need annuities）も2社のみ

○ 打開策？

保険給付期間の上限化、即時開

始終身年金保険料への補助、自
己負担上限額の導入

（参考）Lloyd J.（2016）
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４ 介護者に対する支援策

○ 介護者を公的支援の対象として強く認識
「要介護者のための介護者支援」から「介護者のための介護者支援」へ

介護者の介護力（介護資源）期待 → 介護者の生活の質

○ 介護者支援の段階的立法化＋全国介護者戦略
ケア対象者のニーズ評価に付随 → 介護者固有のニーズ評価

○ 2014年ケア法では、ケア対象者に匹敵する位置づけ
介護者ニーズ評価の実施、それに基づく支援を自治体に義務化

（柔軟な支援メニュー。但し、内容や量には自治体差）

要介護高齢者対策と介護者対策の両面を視野に

介護者支援ニーズの認定基準（3要件）

第1要件

介護者の有するニーズが成人に必要なケア

を行っていることに起因している

第2要件

有しているニーズのため、心身の状態が悪化

ないしその危険性がある、または次のようなこ

とができない・・・子供の養育、他の人のケア、

家の居住環境の管理、栄養の管理・維持、家

族又は個人的な人間関係の発展・維持、仕

事・訓練・教育・ボランティア活動への従事、

公共交通・余暇施設等の地域サービス利用

第3要件

結果としてその介護者の福祉に大きな影響を

与えている又はその蓋然性がある

ニーズ評価・支援サービスを受けた介護者

2004年度 2005年度 2010年度 2013年度

介護者
ニーズ評
価

合計
単独
共同
辞退

224,130
46,390
147,770
29,970

379,450
90,665
240,630
48,155

445,135
160,280
242,930
41,920

409,995
161,835
210,390
37,770

支援サー
ビス
合計

固有サー
ビス
情報のみ

143,420
64,655

78,770

283,630
141,945

141,580

379,585
188,175

191,405

353,070
174,670

178,395

24

（出所）HSCIC,HP



介護者に対する支援（日英対比）

日本 英国

介護者数 682万9千人（15歳以上人口の
約6%）2011年

約650万人（15歳以上人口の約12%）2011年
（出所）Carers UK,HP 

介護者の認
識範囲

主として高齢者の介護者 高齢者、障害者等の介護者や若年の介護者を
幅広く視野に

給付の要件 高齢者本人の要介護状態のみ。
介護者のケアとは関係なく

介護者がケアしている場合、自治体サービスは
利用できない

介護者を対
象とする支援

自治体が予算の範囲内で家族
介護支援事業等

国（自治体）の介護者戦略

介護者ニーズ評価を受ける権利が法定化（評価
に基づき自治体には支援義務）

介護者支援
策の行方

要介護高齢者施策が重度化シ
フトする中で、介護者支援議論
は低調、むしろ後退の懸念

要介護高齢者施策が重度化シフトされる中で、
介護者支援は強化

25

（注）介助手当（Attendance Allowance）等を受給している者を週35時間以上ケアしている介護
者には、介護者手当（Carers Allowance）が支給される。
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Torbay地域の主な介護者支援事業

○ 核となる情報提供・助言事業

・ 介護者支援ワーカー（元介護者等）

地域の全診療所で週1回以上、来

診者等に様々な情報提供・助言

・ 介護者センター（3地区すべて）

介護者への様々な相談窓口

・ 電話案内相談事業

・ 介護者登録制度

情報提供や緊急時対応のための

登録カード（データベース化）

○ 様々な介護者支援事業（多くは地

域の民間団体が運営）

・ デイケア、ショートステイ等

・ 「介護者の会」活動や認知症カフェ

・ リフリッシュ、健康づくり、介護方法

等の様々な介護者向け講座

・ リフレッシュのための介護者一時金

・ 若年介護者に対する支援事業

○ 介護者ニーズ評価の推進

27
（注）地域版の介護者支援戦略を策定。
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